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光ディスクや顕微鏡、リソグラフィー、レーザ加工、ヘッドアップ／マウントディスプレーや非接

触通信、車載用センサなど、レーザビームの応用範囲拡大に伴い、半導体レーザにおいては、波長の

みならず、強度分布（ビーム形状）や偏光・位相、ビーム出射方向（偏向）といった様々な光の物理

量の制御が求められている。従来、外部光学部品を必要としてきた、ビーム形状や偏光・位相、偏向

の制御を、半導体レーザ単体でできるようになれば、多岐の応用分野における小型化・高速化や更な

る応用分野の拡大に貢献できると期待される。我々は、フォトニック結晶レーザによる、出射ビーム

のあらゆる物理量制御を目指している。 

フォトニック結晶レーザは、光の波長程度の周期的な屈折率分布を有する光ナノ構造、フォトニッ

ク結晶を、半導体レーザ構造中の活性層の極近傍に内包した構造を有する。フォトニック結晶面内で

定在波共振状態を形成し、定在波を形成している光波の一部を面上方へ回折させることで出力を得る

レーザである。大面積で単一モード共振状態の形成という特長を生かした、電流注入による、W 級の

連続発振[1]や、共振器となるフォトニック結晶の格子点形状・配列を変化させることによる、単峰

形状やドーナッツ形状などのビーム形状の制御および、直線偏光や径偏光などの偏光の制御を報告し

てきた[2]。極最近では、変調フォトニック結晶の導入による、ビーム偏向制御[3]や、フォトニック

結晶の立体的な形状の制御による、円（楕円）偏光ビーム出射[4]、ビーム出射面加工による、光渦ビ

ーム発生[5]など、自在なビーム発生が可能であり、フォトニック結晶レーザの進展は著しい。 

本講演の前半では、上記のようなフォトニック結晶レーザによる出射ビームの偏光・位相・偏向制

御の研究状況について紹介する。後半では、このようなビームパターンや偏光・位相分布の制御され

たレーザビームによる、微小集光など、新奇な、物質との相互作用や伝搬・集光特性の研究現状につ

いて論じる。 
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